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1
年
生
の
後
学
期
に
ゼ
ミ
を
選

択
す
る
際
、「
絵
本
製
作
や
キ
ャ
ン

プ
な
ど
の
課
外
活
動
が
活
発
で
楽

し
そ
う
だ
な
」と
思
い
、橋
本
一
雄

ゼ
ミ
を
選
ん
だ
と
い
う
3
人
。2
年

生
に
な
り
、こ
れ
か
ら
本
格
的
に

絵
本
製
作
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
「
子
ど
も
の
道
徳
的
規
範
意
識

を
育
む
絵
本
」を
目
標
に
、グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
ス
ト
ー
リ
ー
を
考

え
、絵
を
描
き
、み
ん
な
で
1
冊
の

本
を
作
り
上
げ
ま
す
。「
友
達
を

大
切
に
す
る
話
が
い
い
な
」「
歌
や

リ
ズ
ム
を
組
み
入
れ
た
参
加
型
に

す
れ
ば
、も
っ
と
楽
し
い
絵
本
に
な

る
か
も
」と
、絵
本
製
作
の
ア
イ
デ

ア
は
ど
ん
ど
ん
膨
ら
ん
で
い
る
よ
う

で
す
。

　

ゼ
ミ
に
所
属
し
て
半
年
の
間
、合

宿
や
地
域
交
流
会
な
ど
の
活
動
を

通
じ
て
様
々
な
経
験
を
し
ま
し

た
。先
輩
達
が
企
画
し
た
金
山
団

地
で
の
絵
本
発
表
会
で
は
チ
ラ
シ

の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
お
手
伝
い
。集

ま
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
絵
本
や
劇
、

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
の
催
し
に
喜
ぶ
姿

を
見
て
、と
て
も
う
れ
し
く
な
っ
た

の
だ
と
か
。ま
た
、発
表
会
を
成
功

さ
せ
た
先
輩
達
に
も
大
き
な
刺
激

を
受
け
、「
活
動
の
準
備
で
忙
し
い

中
、先
輩
達
は
指
導
案
の
書
き
方
に

つ
い
て
の
講
座
も
開
い
て
く
だ
さ
っ

て
。後
輩
の
面
倒
も
見
な
が
ら
、ゼ

ミ
長
を
中
心
に
ひ
と
つ
の
も
の
を
作

り
上
げ
て
い
く
姿
に
、自
分
達
も
そ

ん
な
ス
テ
キ
な
先
輩
に
な
り
た
い
な

と
思
い
ま
し
た
」。

　

金
山
団
地
で
の
地
域
交
流
会
は

今
年
も
続
け
た
い
と
、や
る
気
い
っ

ぱ
い
の
3
人
。「
自
分
達
の
作
っ
た

絵
本
を
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち

に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
」と
、笑

顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ス
ト
ー
リ
ー
か
ら
イ
ラ
ス
ト
ま
で

ア
イ
デ
ア
いっ
ぱ
い
の
絵
本
を
製
作

保
育
者
を
目
指
す
学
生
が
所
属
す
る
幼
児
保
育
学
科 

橋
本
一
雄
ゼ
ミ
で
は
、絵
本
を
製
作
。

ゼ
ミ
を
代
表
し
て
3
名
の
学
生
に
、活
動
内
容
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

幼児保育学科2年
写真右：洲崎 みずきさん（苓明高等学校出身）  写真中：木原 かなえさん（福岡西陵高等学校出身）
写真左：藤巻 伽菜さん（伊万里高等学校出身）

第12回

合宿では先輩が模擬授業を行ってくれて、とて
も勉強になりました。

橋本一雄ゼミ生の集合写真。先輩後
輩の仲も良い、楽しいゼミです。
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現代の若い女性は「痩せたい」願望が強い傾向にありますが、実は1日の
エネルギー摂取量自体が足りていない状況にあります（※図1)。これから
妊娠、出産を迎える20代・30代の女性がダイエットなどにより痩せている
のは深刻な問題で、先進国の中でも日本は出生時体重が2,500g未満
の低出生体重児として生まれる赤ちゃんの割合が高く、今や全出生数の
約10人に1人は低出生体重児なんです。低出生体重児として生まれた
場合、その後の栄養状
態も含めた不適切な環
境要因などが更に加わ
ると、成長して成人に
なった時に糖尿病など
の生活習慣病を発症す
るリスクが高くなるとい
われています。自分の健
康が生まれてくる赤ちゃ
んの人生を左右してしま
うかもしれないことも考
えて、本当にダイエット
が必要かどうかを見つめ
直してほしいですね。

標
準
体
重
の
目
安
と
し
て
、身
長
と

体
重
か
ら
現
在
の
体
型
を
確
認
す

る「
B
M
I
」と
い
う
指
数
が
よ
く

用
い
ら
れ
ま
す
が
、食
事
摂
取
基
準

（
1
日
に
必
要
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
栄
養
素
の
摂
取
量
の
基
準
を
示

す
も
の
）で
は
、健
康
の
保
持
・
増

進
、生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
に
目

標
と
す
る
B
M
I
の
指
数
を
表
１

の
よ
う
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
示
す
B
M
I
は
統
計
学
的

に「
こ
の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
最
も

健
康
的
で
す
よ
」と
い
う
考
え
方
に

基
づ
く
も
の
で
す
。
日
本
肥
満
学

会
で
は
、B
M
I
指
数
が
25
を
超
え

る
と
肥
満
だ
と
判
定
し
て
い
る
の
で
、

B
M
I
は
肥
満
の
指
標
で
も
あ
り

ま
す
が
、体
重
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て

「
死
亡
リ
ス
ク
を
下
げ
、健
康
的
に

過
ご
す
た
め
に
は
、こ
の
指
数
の
範

囲
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
」と
い
う
こ

と
を
意
味
し
ま
す
。適
正
な
B
M
I

の
範
囲
を
知
っ
て
、健
康
な
身
体
づ

く
り
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

とにかく痩せたいのですが
よい方法はありますか？

適性体重なのにダイエットを
しようとしていないか
自分の身体を見直しましょう。

テーマ

栄養科学部 栄養科学科

大和 孝子教授

教えてくれたのは

Profile
中村学園大学家政学部卒業、管理栄養
士、博士（学術）。専門は応用栄養学。スト
レスと栄養、冷え症と食との関連などの研
究を行っている。平成28年4月より食育館
長を務め、地域の健康に寄与する食育講
座や学生対象の料理教室等に取り組み、
食に関する情報を提供している。

太
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は

B
M
I
の
数
値
を
見
れ
ば

よ
い
で
す
か
？

B
M
I
は
肥
満
の
指
標
で
も
あ
り
ま
す
が
、

健
康
的
な
体
格
が
保
た
れ
る

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
収
支
バ
ラ
ン
ス
」を

示
す
指
標
と
し
て
も
用
い
ら
れ
ま
す
。

〈表1〉目標とするBMIの範囲（18歳以上）
年齢（歳）
18～49
50～69
70以上

目標とするBMI（kg/㎡）
18.5～24.9
20.0～24.9
21.5～24.9

※男女共通

〈図1〉20～30代女性のエネルギー摂取状況
（kcal）
2,100

2,000

1,900

1,800

1,700

1,600

1,500

1,400

推定エネルギー必要量：日本人の食事摂取基準（2015）、身体活動レベルⅡ（ふつう）の場合を示す
資料：厚生労働省、国民健康・栄養調査結果より作成

推定エネルギー必要量

H8 H13 H18 H23 H28

 （2,000kcal/日）
 （1,950kcal/日）

20代 30代

1,826
1,860

1,752
1,720

1,595

1,651
1,631

1,6941,697

1,760

BMI=体重（kg）÷｛身長（m）×身長（m）｝

ダイエット

出典）日本人の食事摂取基準（2015年版）
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入
学
式

平
成
��
年
�
月
�
日
︑

桜
の
花
び
ら
が
舞
う
春
ら
し
い
陽
気
の
中
︑入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
︒

入
学
生
を
代
表
し
て
︑教
育
学
部
・
松
竹
恵
理
さ
ん
が﹁
本
学
の
建
学
の
精
神
に
則
り
︑勉
学
に
勤
し
み
︑

悔
い
の
な
い
学
生
生
活
を
送
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
﹂と
力
強
く
宣
誓
︒

今
年
も
た
く
さ
ん
の
新
・
中
村
生
が
誕
生
し
ま
し
た
︒

平
成
��
年
度



新入生コメント
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入学式という節目を迎えられて嬉しいで
す。今は不安な気持ちでいっぱいです
が、胸を張っていきます。大学では特に
栄養学を学びたいと思っています。

短期大学部 食物栄養学科
川﨑 里奈さん（つくば開成福岡高等学校出身）

大学の授業ではマーケティング関係の
授業を楽しみにしています。また、商品
開発のゼミも興味があります。通学に2
時間かかりますが、勉強も通学もバイト
も両立したいです。

流通科学部 流通科学科
佐々木 忠承さん（中間高等学校出身）

特別支援学校の教員を目指し、毎日の
授業を大切にして本をたくさん読みたい
です。ダンスに興味があるので、ダンス
サークルへの入部も検討しています。

教育学部 児童幼児教育学科
水嶋 宏之さん（福岡中央高等学校出身）

大学に入ってからの目標は
専門科目を学ぶことです。
いろいろな人との出会いを
大切にして、良い人間関係
を作っていきたいです。

流通科学部 流通科学科
舎利倉 朱真さん
（対馬高等学校出身出身）

入学式を迎えて、今不安と
楽しみでいっぱいです。勉
強を頑張って、将来は小学
校の先生になりたいです。

教育学部 児童幼児教育学科　
桐谷 穂乃香さん
（対馬高等学校出身）

友達ができるか、勉強につ
いていけるかなど不安な気
持ちでいっぱいですが、やり
たいことがたくさんあるのでわ
くわくしています。体育系サー
クルに入ってみたいです。

栄養科学部 栄養科学科
佐藤 美空さん

（浮羽究真館高等学校出身）

管理栄養士になるために
勉強しつつ、楽しい学生生
活を送りたいです。部活は
ダンス部と薬膳・食育ボラ
ンティア部に入りたいと
思っています。

栄養科学部 栄養科学科
野田 桃花さん

（浮羽究真館高等学校出身）

2年間という短い時間ではあり
ますが、いろいろなことにチャレ
ンジしたいと思っています。高
校ではバスケ部に入っていま
したが、大学では自分を表現す
るサークルに入りたいです。

短期大学部 キャリア開発学科
弓崎 真莉菜さん
（中津北高等学校出身）

大学に入ってからの目標
は、資格をたくさん取ること
です。サークルはまだ決めて
いませんが、充実した学生
生活を送りたいと思ってい
ます。

流通科学部 流通科学科
小川 美咲さん

（中津南高等学校出身）

調理師免許を取得するた
め、ダブルスクールで学ぶ
予定です。また、英語を頑張
りたいと思っています。夢は
海外向けの商品開発で日
本食を広めることです！

栄養科学部 フード・マネジメント学科
佐藤 希美さん

（中村学園女子高等学校出身）

フード・マネジメント学科は英語に力
を入れているので、TOEIC700～
800点を取ることと、留学に行くこ
とを目標にしたいです。これから始
まる学生生活に緊張や不安はあ
りますが、楽しみにしています。

栄養科学部 フード・マネジメント学科
財津 茉穂さん
（城南高等学校出身）

管理栄養士になるために
化学と生物、料理を頑張り
たいです。また、高校時代バ
レー部だったのでバレーや
運動に関わりたいです。

栄養科学部 栄養科学科
大浦 卓也さん

（福岡中央高等学校出身）

小学校の教員を目指して勉
強を頑張りたいです。また、
サークルに入って交友関係
を広げていきたいです。

教育学部 児童幼児教育学科　
髙木 悠太郎さん
（福岡中央高等学校出身）

絶対に保育士になりたいという
気持ちをもって、中村学園大学
に入りました。また、高校の時に
バレー部に所属していたので、で
きればバレー部に入って、バレー
も勉強も両方頑張りたいです。

短期大学部 幼児保育学科
冨澤 奈 さ々ん

（九州産業大学付属九州高等学校出身）

将来は食品会社に入って、
国際的な仕事をしたいで
す。サークルはまだ決めてい
ませんが、友達と仲良くして
充実した学生生活を送りた
いです。

栄養科学部 フード・マネジメント学科
島津 佳南子さん

（九州産業大学付属九州高等学校出身）



卒業生コメント
卒業生6名のコメントが
動画で視聴できます
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この大学で培った知識を活かして、お客様を幸せにできる
人になれるよう、頑張ります。

栄
養
科
学
部 

栄
養
科
学
科

佐
藤 

聖
也
さ
ん（
筑
紫
中
央
高
等
学
校
出
身
）

大
  学

ポジティブにその時その時を精一杯頑張って、周りの人も
ポジティブにしていきたいです。

教
育
学
部 

児
童
幼
児
教
育
学
科

冨
賀 

肇
さ
ん（
下
関
西
高
等
学
校
出
身
）

大
  学

何事にも一生懸命取り組み、より多くのことを吸収した
いです。

流
通
科
学
部 

流
通
科
学
科

三
留 

秋
穂
さ
ん（
香
住
丘
高
等
学
校
出
身
）

大
  学

公式チャンネル
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広報アシスタントの
ピクルスメンバーも
卒業です

教育学部
池田 理沙子さん

流通科学部
中野 綾子さん

栄養科学部
栄養科学科
玉田 小雪さん

教育学部
友野 葉月さん

学
位
記
授
与
式

平
成
��
年
�
月
��
日
︑本
学
体
育
館
に
て
学
位
記
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
︒

式
で
は
甲
斐
諭
学
長
が
︑卒
業
生
た
ち
へ

﹁
中
村
学
園
の
卒
業
生
︑修
了
生
と
し
て
の
誇
り
を
も
っ
て

し
っ
か
り
と
前
を
向
い
て
胸
を
張
っ
て
人
生
の
大
道
を
歩
い
て
く
だ
さ
い
︒

心
か
ら
期
待
し
て
い
ま
す
﹂と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
り
ま
し
た
︒

平
成
��
年
度

出会いを大切にし、周りの人への感謝の気持ちを忘れな
いようにしたいです。

食
物
栄
養
学
科

﨑
本 

亜
美
さ
ん（
佐
世
保
商
業
高
等
学
校
出
身
）

短
期

大
学
部

お客様に笑顔になってもらえるように、いつも明るく頑張
ります。

キ
ャ
リ
ア
開
発
学
科

北
岡 

莉
奈
さ
ん（
熊
本
商
業
高
等
学
校
出
身
）

　

大学や実習で学んだことを活かして、子どもの気持ちを理解
できる、笑顔が絶えない保育士になりたいです。

幼
児
保
育
学
科

野
村 

由
夏
さ
ん（
鹿
島
高
等
学
校
出
身
）

短
期

大
学
部短

期

大
学
部
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私
が
短
大
を
卒
業
し
た
の
は
ち
ょ
う
ど

就
職
氷
河
期
と
呼
ば
れ
る
頃
。求
人
も
少

な
く
就
活
に
悩
ん
で
い
た
時
、就
職
課
が

勧
め
て
く
れ
た
の
が
、現
在
勤
め
て
い
る

M
I
万
世
ス
テ
ン
レ
ス
で
す
。こ
の
会
社
は

九
州
唯
一の
ス
テ
ン
レ
ス
卸
売
加
工
販
売
会

社
で
、私
は
総
務
に
配
属
。簿
記
や
P
C
検

定
な
ど
の
資
格
を
生
か
せ
る
事
務
職
を
探

し
て
い
た
と
こ
ろ
、縁
あ
っ
て
入
社
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
入
社
時
は
会
社
が
合
併
し
て
間
も
な
い

時
で
他
の
社
員
も
忙
し
い
中
、仕
事
内
容

を
メ
モ
し
な
が
ら
覚
え
る
こ
と
に
必
死
で

し
た
。し
か
し
、短
大
で
実
践
に
役
立
つ
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
を
学
ん
で
い
た
お
か
げ
で
、

電
話
の
か
け
方
や
名
刺
の
渡
し
方
な
ど
、

基
本
的
な
こ
と
は
落
ち
着
い
て
対
応
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。在
学
時
は
無
遅
刻

無
欠
席
で
勉
強
に
励
み
、真
面
目
に
コ
ツ
コ

ツ
と
積
み
重
ね
た
結
果
が
今
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
入
社
し
て
今
年
で
8
年
目
を
迎
え
、今

は
主
に
人
事
の
仕
事
を
担
当
。給
与
計
算
や

社
会
保
険
手
続
き
な
ど
、社
員
約
150
人
の
事

務
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。裏
方
的
な
業
務

で
は
あ
り
ま
す
が
、社
員
一
人
ひ
と
り
の
生

活
に
関
わ
る
こ
と
な
の
で
小
さ
な
ミ
ス
も
許

さ
れ
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、そ
の
日
に
や
ら
ね

ば
な
ら
な
い
業
務
を
毎
朝
、通
勤
電
車
の
中

で
ノ
ー
ト
に
書
き
出
し
、一日
終
わ
っ
た
時
に

抜
け
や
漏
れ
が
な
い
か
を
チ
ェッ
ク
し
て
い
ま

す
。こ
れ
は
先
輩
に
教
わ
っ
た
、入
社
当
時
か

ら
続
け
て
い
る
日
課
で
、こ
の
時
期
に
ど
ん

な
業
務
を
行
っ
て
い
た
か
、ひ
と
つ
の
業
務
に

ど
れ
く
ら
い
の
時
間
を
か
け
た
の
か
を
振
り

返
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、今
で
は
こ
の
ノ
ー

ト
が
私
の
大
き
な
財
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
先
輩
か
ら
教
わ
っ
た
こ
と
を
大

事
に
し
な
が
ら
、ミ
ス
な
く
、何
に
で
も
自
信

を
も
っ
て
対
応
で
き
る
人
間
に
成
長
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

石原 翔子さん

shoko ishihara

平成23（2011）年度
キャリア開発学科卒業
勤務先：MI万世ステンレス株式会社

中
村
で
学
ん
だ
か
ら

今
の
仕
事
に
出
会
え
た

ミ
ス
を
な
く
す
た
め

続
け
て
き
た
業
務
チ
ェ
ッ
ク

interviewer

厳しい就職戦線をくぐり抜け、
希望する職種に就いた
石原翔子さんに、
学科で学んだことや
現在の仕事内容について
お話を伺いました。

卒業
生インタビュー

先輩に
会いたい
さまざまな現場で活躍する
中村の卒業生をインタビュー！

先輩たちの“今”を
紹介します。 OB・OG

interview
vol.11
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人
工
芝
の
グ
リ
ー
ン
が
映
え
る
フ
ィ
ー

ル
ド
を
イ
キ
イ
キ
と
駆
け
回
る
メ
ン
バ
ー

た
ち
。週
4
日
、田
島
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
練
習

に
汗
を
流
し
て
い
る
の
が
女
子
ラ
ク
ロ
ス

部
で
す
。

　

ラ
ク
ロ
ス
は
カ
レ
ッ
ジ
ス
ポ
ー
ツ
と
呼

ば
れ
、大
学
に
入
学
し
て
か
ら
始
め
る
人

が
多
い
の
が
特
徴
。「
た
だ
投
げ
る
と
か

キ
ャ
ッ
チ
す
る
と
か
じ
ゃ
な
く
て
、ど
う

攻
め
る
か
戦
略
を
考
え
た
り
、と
に
か
く

奥
が
深
く
て
。い
つ
も
新
し
い
発
見
が
あ

る
と
こ
ろ
が
ラ
ク
ロ
ス
の
最
大
の
魅
力
」

と
熱
く
語
っ
て
く
れ
た
の
は
、キ
ャ
プ
テ

ン
を
務
め
る
教
育
学
部
4
年
生
の
笹
栗
歌

乃
さ
ん
。厳
し
い
練
習
の
成
果
が
実
り
、昨

年
は
9
校
の
大
学
が
集
ま
る
九
州
リ
ー
グ

で
準
優
勝
と
い
う
、過
去
最
高
の
成
績
を

お
さ
め
ま
し
た
。「
も
ち
ろ
ん
勝
つ
こ
と
が

一
番
の
目
標
で
す
が
、礼
儀
や
自
分
で
考

え
る
力
な
ど
、社
会
に
出
て
ど
う
通
用
す

る
か
と
い
う
こ
と
も
大
切
に
し
て
い
ま

す
」と
笹
栗
さ
ん
。代
々
続
く
教
え
を
引
き

継
ぎ
な
が
ら
勝
利
を
目
指
す
、や
る
気
に

満
ち
た
瞳
が
印
象
的
で
し
た
。

　

学
部
も
学
年
も
越
え
た
絆
の
強
さ
が
魅

力
の
女
子
ラ
ク
ロ
ス
部
で
は
部
員
を
募
集

中
。「
マ
イ
ナ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
す
が
、体
験

す
れ
ば
ラ
ク
ロ
ス
の
面
白
さ
が
わ
か
り
ま

す
！
新
入
生
の
み
な
さ
ん
、ぜ
ひ
入
部
し

て
く
だ
さ
い
」

ラ
ク
ロ
ス
を
通
じ
て
社
会
に
出
て
も

通
用
す
る
人
間
に
成
長
し
た
い

接触もある激しいスポーツですが、その迫
力もラクロスの魅力です

昨
年
は
九
州
リ
ー
グ
準
優
勝
！

今
年
も
フ
ァ
イ
ナ
ル
進
出
を

目
指
し
ま
す
！

初心者から始めたメンバー、総勢27人。
めざましい活躍が光る『女子ラクロス部』を紹介します。

技術以上に大事なのが基礎力。練習メ
ニューも幹部が中心になって構成します

C L U B & C I R C L E

女子ラクロス部

春日公園球技場で行われた「九州学生
ラクロスリーグ」。女子ラクロス部では初
の準優勝という快挙を成し遂げました。
今年もファイナル進出を目標に、さらなる
レベルアップを図ります。



有
明
海
の
海
苔
は
ビ
タ
ミ
ン
も
豊
富

で
、葉
が
薄
く
て
口
に
入
れ
た
時
の
と

ろ
け
方
が
違
う
。一
度
食
べ
る
と
、も
う

他
の
海
苔
が
食
べ
ら
れ
な
く
な
る
く
ら

い
お
い
し
い
ん
で
す
よ
。

　

冷
凍
し
た
商
品
は
賞
味
期
限
が
2

年
く
ら
い
保
証
さ
れ
な
い
と
流
通
で
き

ま
せ
ん
。2
年
間
の
品
質
保
持
が
最
大

の
ハ
ー
ド
ル
で
し
た
。他
の
メ
ー
カ
ー
も

ト
ラ
イ
し
て
い
た
よ
う
で
す
が
、な
か
な

か
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。収

穫
し
て
冷
凍
保
存
し
て
も
、半
年
く
ら

い
経
つ
と
海
苔
の
も
つ
酵
素
作
用
で
品

09

産
官
学
連
携
の
取
り
組
み
で
、

福
岡
県
産 

生
海
苔
の
製
品
を
開
発
！

地
元
・
柳
川
の
漁
業
活
性
化
を
推
進
。

食
物
栄
養
学
科

三
堂 

德
孝 

教
授

　

私
は
柳
川
出
身
で
、実
家
で
は
海
苔

を
作
っ
て
る
ん
で
す
よ
。だ
か
ら
幼
い
頃

か
ら
生
海
苔
は
身
近
な
食
品
で
、お
味

噌
汁
の
具
と
か
佃
煮
と
か
い
つ
で
も
食

卓
に
並
ぶ
も
の
で
し
た
。料
理
長
を
し
て

い
た
時
代
も
実
家
か
ら
生
海
苔
を
東

京
に
送
っ
て
も
ら
っ
て
い
て
時
々
調
理
し

て
い
ま
し
た
が
、お
客
様
に
は
と
て
も

好
評
で
し
た
。乾
燥
海
苔
に
は
な
い
食

感
や
旨
味
を
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
に

届
け
た
い
と
思
い
、10
年
前
、知
り
合
い
の

メ
ー
カ
ー
に「
商
品
化
し
ま
せ
ん
か
」と
、

話
を
も
ち
か
け
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
3
年
後
、中
村
学
園
大
学

へ
赴
任
。さ
ら
に
研
究
を
深
め
る
た
め
、

　

海
苔
の
生
産
量
が
最
も
多
い
の
は
佐

賀
県
で
す
が
、私
は
福
岡
県
産
の
海
苔

は
高
品
質
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。県
境

に
あ
る
大
き
な
筑
後
川
か
ら
た
く
さ

ん
の
養
分
が
流
れ
て
い
て
、そ
の
養
分

が
有
明
海
に
ち
ょ
う
ど
流
れ
込
む
の
が

福
岡
県
の
養
殖
場
な
ん
で
す
よ
。ま

た
、有
明
海
沿
岸
は
潮
の
満
ち
引
き
が

激
し
く
、支
柱
式
養
殖
で
海
苔
を
育
て

て
い
ま
す
。他
の
生
産
地
で
は
そ
の
ま

ま
海
に
網
を
浸
け
た
ま
ま
の
浮
き
流

し
式
養
殖
だ
け
れ
ど
、支
柱
式
は
柱
に

網
を
宙
づ
り
に
す
る
こ
と
で
、潮
の
干

満
に
よ
っ
て
日
に
干
さ
れ
た
り
水
に
ふ

や
か
さ
れ
た
り
を
繰
り
返
す
わ
け
で

す
ね
。そ
う
や
っ
て
鍛
え
ら
れ
て
育
っ
た

質
が
劣
化
し
て
し
ま
う
の
で
、ブ
ラ
ン
チ

ン
グ
と
い
う
処
理
を
施
し
ま
し
た
。酵

素
が
活
性
化
し
な
い
よ
う
に
冷
凍
す
る

前
に一
瞬
加
熱
処
理
を
す
る
ん
で
す
よ
。

だ
か
ら
厳
密
に
い
う
と
、こ
の
製
品
は
海

で
と
っ
て
き
た
ま
ま
の
も
の
で
は
な
い
の

で
、商
品
名
を「
湯
掻
き
お
刺
身
海
苔
」

と
し
て
い
ま
す
。

　

地
元
を
活
性
化
さ
せ
る
よ
う
な
製

品
を
作
り
上
げ
た
い
と
い
う
強
い
思
い

で
し
ょ
う
か
。私
が
子
供
の
頃
は
平
均

単
価
が
1
枚
20
円
く
ら
い
だ
っ
た
海
苔

も
生
産
量
が
増
え
、コ
ン
ビ
ニ
の
お
に
ぎ

り
に
も
簡
単
に
使
え
る
よ
う
に
な
り
、

今
で
は
半
値
以
下
に
な
り
ま
し
た
。大

き
な
漁
船
や
加
工
場
に
何
千
万
円
と
い

う
設
備
投
資
が
必
要
な
生
産
者
た
ち

は
、こ
の
ま
ま
こ
の
産
業
を
続
け
て
い
け

る
か
悩
ん
で
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

私
は
自
分
た
ち
で
生
産
し
た
も
の
は

自
分
た
ち
で
値
段
を
決
め
て
、自
分
た

ち
の
手
で
つ
く
り
あ
げ
た
商
品
と
し
て

販
売
す
る
産
業
を
興
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。そ
れ
が
私
の
研
究
の
到
達
点

と
も
い
え
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。自
ら

開
発
し
た
製
品
の
品
質
が
上
が
れ
ば
収

入
も
上
が
り
、後
継
者
も
増
え
ま
す
。

独
自
で
商
品
開
発
を
手
が
け
れ
ば
、そ

れ
も
夢
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
ね
。

　

よ
う
や
く
そ
の
足
掛
か
り
と
な
る
製

品
が
で
き
ま
し
た
が
、ま
だ
ま
だ
や
り

た
い
こ
と
は
いっ
ぱ
い
。研
究
を
進
め
る
一

方
で
、こ
の
製
品
を
使
っ
た
講
習
会
を

開
催
し
て
、生
海
苔
の
美
味
し
さ
を

も
っ
と
広
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

福
岡
県
の
水
産
海
洋
技
術
セ
ン
タ
ー
を

訪
ね
た
こ
と
が
大
き
な
転
機
と
な
り
ま

し
た
。研
究
内
容
を
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

「
実
は
私
た
ち
も
新
し
い
商
品
の
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
広
げ
て
、漁
業
を
も
っ
と

盛
り
た
て
て
い
こ
う
と
し
て
い
た
と
こ
ろ

だ
っ
た
ん
で
す
よ
！
」と
、県
の
方
も
考

え
て
お
ら
れ
、お
互
い
の
方
向
性
が
一

致
。そ
こ
か
ら
中
村
学
園
大
学
と
、福

岡
県
の
水
産
海
洋
技
術
セ
ン
タ
ー
、企

業
が
連
携
し
て
研
究
を
進
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。私
が
大
学
に
籍
を
置
い

た
こ
と
で
、県
の
協
力
を
得
る
こ
と
が
で

き
、県
が
後
押
し
し
て
く
れ
た
お
か
げ

で
漁
民
の
方
た
ち
も
快
く
原
料
を
提

供
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。い

ろ
い
ろ
な
タ
イ
ミ
ン
グ
が
う
ま
く
重
な
っ

て
研
究
も
一
気
に
進
み
、3
年
前
に
よ
う

や
く
製
品
化
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

生
海
苔
の
製
品
開
発
に

関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た

き
っ
か
け
は
？

構
想
か
ら
約
10
年
。産
官
学
連
携
を
機
に
、

生
海
苔
の
製
品
開
発
に
成
功
し
た
三
堂
德
孝
教
授
に

研
究
内
容
に
つ
い
て
詳
し
い
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
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が
劣
化
し
て
し
ま
う
の
で
、ブ
ラ
ン
チ

ン
グ
と
い
う
処
理
を
施
し
ま
し
た
。酵

素
が
活
性
化
し
な
い
よ
う
に
冷
凍
す
る

前
に一
瞬
加
熱
処
理
を
す
る
ん
で
す
よ
。

だ
か
ら
厳
密
に
い
う
と
、こ
の
製
品
は
海

で
と
っ
て
き
た
ま
ま
の
も
の
で
は
な
い
の

で
、商
品
名
を「
湯
掻
き
お
刺
身
海
苔
」

と
し
て
い
ま
す
。

　

地
元
を
活
性
化
さ
せ
る
よ
う
な
製

品
を
作
り
上
げ
た
い
と
い
う
強
い
思
い

で
し
ょ
う
か
。私
が
子
供
の
頃
は
平
均

単
価
が
1
枚
20
円
く
ら
い
だ
っ
た
海
苔

も
生
産
量
が
増
え
、コ
ン
ビ
ニ
の
お
に
ぎ

り
に
も
簡
単
に
使
え
る
よ
う
に
な
り
、

今
で
は
半
値
以
下
に
な
り
ま
し
た
。大

き
な
漁
船
や
加
工
場
に
何
千
万
円
と
い

う
設
備
投
資
が
必
要
な
生
産
者
た
ち

は
、こ
の
ま
ま
こ
の
産
業
を
続
け
て
い
け

る
か
悩
ん
で
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

私
は
自
分
た
ち
で
生
産
し
た
も
の
は

自
分
た
ち
で
値
段
を
決
め
て
、自
分
た

ち
の
手
で
つ
く
り
あ
げ
た
商
品
と
し
て

販
売
す
る
産
業
を
興
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。そ
れ
が
私
の
研
究
の
到
達
点

と
も
い
え
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。自
ら

開
発
し
た
製
品
の
品
質
が
上
が
れ
ば
収

入
も
上
が
り
、後
継
者
も
増
え
ま
す
。

独
自
で
商
品
開
発
を
手
が
け
れ
ば
、そ

れ
も
夢
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
ね
。

　

よ
う
や
く
そ
の
足
掛
か
り
と
な
る
製

品
が
で
き
ま
し
た
が
、ま
だ
ま
だ
や
り

た
い
こ
と
は
いっ
ぱ
い
。研
究
を
進
め
る
一

方
で
、こ
の
製
品
を
使
っ
た
講
習
会
を

開
催
し
て
、生
海
苔
の
美
味
し
さ
を

も
っ
と
広
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

福
岡
県
の
水
産
海
洋
技
術
セ
ン
タ
ー
を

訪
ね
た
こ
と
が
大
き
な
転
機
と
な
り
ま

し
た
。研
究
内
容
を
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

「
実
は
私
た
ち
も
新
し
い
商
品
の
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
広
げ
て
、漁
業
を
も
っ
と

盛
り
た
て
て
い
こ
う
と
し
て
い
た
と
こ
ろ

だ
っ
た
ん
で
す
よ
！
」と
、県
の
方
も
考

え
て
お
ら
れ
、お
互
い
の
方
向
性
が
一

致
。そ
こ
か
ら
中
村
学
園
大
学
と
、福

岡
県
の
水
産
海
洋
技
術
セ
ン
タ
ー
、企

業
が
連
携
し
て
研
究
を
進
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。私
が
大
学
に
籍
を
置
い

た
こ
と
で
、県
の
協
力
を
得
る
こ
と
が
で

き
、県
が
後
押
し
し
て
く
れ
た
お
か
げ

で
漁
民
の
方
た
ち
も
快
く
原
料
を
提

供
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。い

ろ
い
ろ
な
タ
イ
ミ
ン
グ
が
う
ま
く
重
な
っ

て
研
究
も
一
気
に
進
み
、3
年
前
に
よ
う

や
く
製
品
化
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

研
究
を
続
け
て
こ
ら
れ
た

原
動
力
は
何
で
し
ょ
う
か
？

そ
の
お
い
し
さ
を
製
品
化

す
る
際
、難
し
か
っ
た
点
は
？

先
生
が
福
岡
産
の
海
苔
に

こ
だ
わ
る
の
は
な
ぜ
で
す
か
？

この製品をきっかけに、
自分の生まれ育った土地が
もっと活性化して後継者が増えて
元気な町になってほしいですね

大量の支柱に網を張った、有明海の支柱式養殖。
旨味成分が豊富で、柔らかい海苔が養殖できる。

商品開発された『湯掻きお刺身海
苔』。口に入れたとたん、潮の風味
が広がる。

生海苔のおいしさを広めるため、寿司やパ
スタ、ピザなどさまざまなメニューを提案。

三堂 德孝 教授
Noritaka Midou
1975年、中村学園大学食物栄養学科卒業、
管理栄養士。ロイヤルパークホテル、赤坂迎賓
館（内閣府）等での料理長の経歴を持ち、地
域の講演やイベントでも活躍。九州の地域産物
の特徴を生かした付加価値の高い商品開発・
消費拡大とともに、地域の健康や食育推進に
寄与している。専門分野は調理学。

Profile
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がんばれ！中村生
海外留学支援制度「トビタテ！留学JAPAN」第8期派遣留学生として、

本学より2名の学生が選ばれました。
夢へ向かってはばたく2人に、留学への思いを聞きました。

剤
師
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
叔
母

が
大
腸
が
ん
で
若
く
し
て
亡
く

な
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

栄
養
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。大
学
の
先

生
か
ら
も「
病
気
は
治
す
も

の
で
は
な
く
、予
防
す
る
も

の
。こ
れ
か
ら
は
予
防
医
学

と
し
て
栄
養
素
に
着
目
す

る
こ
と
が
大
事
だ
」と
い
う

話
を
聞
き
、が
ん
に
有
効
な

栄
養
素
や
食
生
活
に
つ
い

て
も
っ
と
深
く
学
び
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、日
本
で
は
食
の
欧
米

化
が
進
み
、が
ん
患
者
が
増

え
て
い
る
一
方
、ア
メ
リ
カ
で
は
が
ん
の
罹

患
率
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、ア
メ

リ
カ
で
栄
養
学
を
学
ん
で
み
た
い
と
思
っ

た
の
が
留
学
を
決
め
た
き
っ
か
け
で
す
。

メ
リ
カ
の
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
の
語
学
学

校
で
英
語
を
学
び
な
が
ら
、栄
養

学
の
講
義
を
し
て
い
る
大
学
に
聴
講
生
と

し
て
出
席
し
た
り
、乳
ガ
ン
予
防
の
啓
発

団
体（D

elaw
are B

reast C
ancer 

C
oalition

）で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参

加
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、ア
メ
リ
カ
で
は「
5
A 

D
A
Y

運
動
」が
浸
透
し
て
い
ま
す
が
、こ
れ
は

「
1
日
に
両
手
の
ひ
ら
5
杯
分
の
野
菜
を

食
べ
ま
し
ょ
う
」と
い
う
も
の
。日
本
で
は

明
確
な
摂
取
量
を
把
握
し
て
い
る
人
は
多

く
あ
り
ま
せ
ん
が
、ア
メ
リ
カ
で
は
1
日

3
5
0g
の
野
菜
摂
取
量
を
ど
の
世
代
に

も
わ
か
り
や
す
く
表
現
し
て
働
き
か
け
た

こ
と
で
、食
生
活
の
改
善
へ
と
大
き
な
成

果
を
出
し
ま
し
た
。こ
う
し
た
現
地
の
さ

ま
ざ
ま
な
対
策
に
つ
い
て
も
、日
本
で
取
り

入
れ
ら
れ
る
も
の
が
な
い
か
、リ
サ
ー
チ
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

体
的
な
進
路
は
ま
だ
決
め
て
い

ま
せ
ん
が
、栄
養
学
だ
け
で
な
く

医
学
的
な
研
究
や
薬
剤
に
つ
い
て
も
さ

ら
に
深
く
学
び
、「
が
ん
」と
い
う
切
り
口

か
ら
様
々
な
こ
と
を
網
羅
で
き
る
よ
う

に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。こ
の
留

学
経
験
を
通
し
て
自
分
の
軸
で
あ
る

「
が
ん
」に
関
す
る
知
識
や
世
界
を
深

め
、将
来
は
す
べ
て
の
患
者
に
最
も
近
い

存
在
に
な
れ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
た
い
と

思
っ
た
き
っ
か
け
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

現
地
で
の
取
り
組
み
内
容
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

将
来
の
夢
に
つ
い
て

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

アメ
リ
カ
で
栄
養
学
を
学
び
、

が
ん
を
予
防
す
る

食
生
活
を
提
案
し
た
い

Q

Q

Q

構造式をあしらったオリ
ジナルのトレーナーと白
衣を着て、トビタテ！の
面接に臨みました。

教授からお借りした栄養学の本。留
学に備えて、英語の本を読んで勉強
しています。

栄養科学部 栄養科学科3年

芝尾 法子さん
（西南学院高等学校出身）

「食事で日本のがんを食い止めろ！
～食で防ぐ、食で治す時代へ～」

［留学先］アメリカ
［留学期間］約9カ月

（2018年6月下旬～）

Interview

薬

ア

具

在学生

インタビ
ュー

Intervi
ew



流通科学部 流通科学科
4年
林 克樹さん
（朝倉高等学校出身）

流通科学部 流通科学科
2年

日野 都香沙さん
（朝倉高等学校出身）

語学留学の他にも、
型にとらわれない

留学の形があることが
わかりました

日本と海外の教育事情の
ギャップがわかって、
とても勉強になりました

12

　文部科学省が所管する国費留学プログラムで、2020年までにわが国の学生の留学機会を倍増
するという政府の目標の下、将来のグローバルリーダーを育成するため、また、自らの経験を新しい留
学文化の醸成に還元してもらうことを目的に創設された海外留学の奨学金制度です。
　学生が自ら定めた明確な目的と意欲的な目標に基づき立案された留学計画を支援する（フィール
ドワーク等の実践活動が含まれることが必須条件）もので、渡航費、授業料（語学学校は対象外）、月
次奨学金が支給されます。書面審査、面接審査に合格する必要はありますが、留学計画の立案から、
面接審査に合格した場合の模擬面接の練習など、学内のサポート体制は万全です。
※本学からはこれまでに5名の学生がトビタテ生として留学を果たしています。

「トビタテ！留学JAPAN」とは？

校
時
代
か
ら
教
育
や
福
祉
に
つ
い

て
興
味
が
あ
り
、世
界
の
教
育
制

度
な
ど
を
調
べ
る
う
ち
、

海
外
の
教
育
・
福
祉
の
良

さ
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

海
外
で
長
期
留
学
を
し
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、

自
分
に
合
う
奨
学
金
制

度
を
探
し
て
い
た
時
、ト

ビ
タ
テ
！
が
一
番
や
り
た
い

内
容
で
留
学
を
支
援
し
て

く
れ
る
も
の
だ
と
思
い
、

応
募
を
決
意
し
ま
し
た
。

イ
ギ
リ
ス
は「
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
教
育（
障
害
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
、一
人
ひ
と
り

が
多
様
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、誰
も

が
共
に
学
べ
る
教
育
）」が
発
達
し
て
お

り
、自
分
の
理
想
と
し
て
い
る
教
育
・
福

祉
の
在
り
方
に
近
い
と
感
じ
た
の
で
、留

学
先
は
イ
ギ
リ
ス
を
選
択
。2
0
2
0
年

の
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
大
会
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
関
わ
り
た
い
の
で
、そ
の

前
に
五
輪
を
経
験
し
た
ロ
ン
ド
ン
の
福
祉

の
現
状
を
勉
強
し
た
い
と
い
う
思
い
も
あ

り
ま
し
た
。

地
の
障
が
い
者
施
設
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
し
な
が
ら
、障
が
い
者
ス
ポ
ー

ツ
の
実
際
を
調
査
し
ま
す
。イ
ギ
リ
ス
で
は

2
0
1
2
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
き
っ
か
け
に
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ

に
注
目
が
高
ま
っ
た
そ
う
で
す
。障
が
い
者

と
健
常
者
が
同
じ
よ
う
に
参
加
で
き
る
ス

ポ
ー
ツ
施
設
等
を
視
察
し
た
り
、障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
し
た
り
、現
地
の
方
の
障

が
い
者
に
対
す
る
理
解
を
調
査
し
ま
す
。

ま
た
、ロ
ン
ド
ン
都
市
部
と
ロ
ン
ド
ン
郊
外

で
の
市
民
の
意
識
に
差
が
あ
る
の
か
も
比

較
調
査
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

来
は
教
育
者
に
な
り
、子
供
た
ち

に「
障
害
が
あ
る
・
な
し
は
関
係

な
い
」と
い
う
こ
と
を
伝
え
た
い
で
す
。

そ
う
い
う
考
え
を
理
解
し
た
子
供
た
ち

が
大
き
く
な
っ
た
ら
、障
害
の
有
無
は
関

係
な
い
、イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
社
会
に
近

づ
く
の
で
は
、と
思
い
ま
す
。ま
ず
は
、

2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、私
が
4
年
生
に
な

る
年
で
す
が
、大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
活
躍
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
ト
ビ
タ
テ
！
」で

留
学
し
た
い
と
思
っ
た

理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

現
地
で
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
に

取
り
組
む
予
定
で
す
か
？

将
来
の
目
標
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

Q

Q

Q

東京で開催されたパラ
リンピアンと交流できる
イベントに参加。パラス
ポーツの面白さを実感
しました。
（写真左手が梶さん）

2018年3月4日から28日間のフィンラ
ンド研修に参加。フィンランドの教育
や福祉、それらを融合させた領域で
ある“ソーシャルペダゴジー”につい
て学ぶことができました。

教育学部 
児童幼児教育学科3年

梶 礼華さん
（鎮西学院高等学校出身）

「誰もが自分らしく暮らせる日本を目指して～
2020年東京オリンピックパラリンピックを

スタートラインに～」

［留学先］イギリス
［留学期間］約9カ月

（2018年6月中旬～）

Inte
rvie

w

ロ
ン
ド
ン
で
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
を
調
査
し
、

2
0
2
0
年
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

障
が
い
者
福
祉
を
発
展
さ
せ
た
い

高

現

将

今回インタビューした広報アシスタント「ピクルス」の2人
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ラーニングサポートセンター

01

L e a r n i n g  S u p p o r t  C e n t e r

DATA

ラーニングサポートセンターでは、個別指導や学内講座を開講し、
一人ひとりの基礎学力の向上をサポートしています。

授業の空き時間を利用して、苦手教科の克服、目標とする学力UPを目指そう！

「高校時代は文系だったから理数系の授
業についていけない」など、苦手科目に悩む
学生におすすめの個別指導。マンツーマン
で個人のレベルに応じて教えてくれる先生
は、いわば「家庭教師」的な存在。わからな
いことは何でも気軽に相談して。

個別指導で
苦手な科目を克服！

02

就職試験や編入学試験など、同じ目標に
向かって仲間と励まし合いながら学習した
いという学生には少人数グループで指導
します。学生同士で刺激を受けながら、活
気ある学習で「みんなで採用試験がんばろ
うね！」とお互いを高め合います。

仲間と一緒に学べる
グループ指導

03

国語・数学・英語・理科の学習プリントや
小テストがダウンロードできるWeb講座。
問題集1冊分が学習できるほどの大容量
で、いつでも好きな時間に必要な科目を自
主学習できるのがうれしい。
http://www.nakamura-u.ac.jp/̃kisoadmi/web-kouza/

好きな時間に学習できる
Web講座

04

多くの学生を対象とした学内講座では、小
論文講座やSPI基礎講座、TOEIC基礎講
座などをはじめ、通常の専門的な授業では
学べない内容をピックアップ。就職試験や
編入学対策、資格取得など、これからの進
路決定に大いに役立つ講座です。

就職・編入学対策に
おすすめの学内講座

05

週に1度、外国人留学生の日本語力向上
のために勉強会を開催。雑誌やDVDなど
を使った手作りの教材で「聞く・話す・読
む・書く」の学習を行っています。日本語の
授業に不安を感じている留学生は、ここで
日本語のつまずきを解消しましょう。

外国人留学生の
日本語勉強会

06

高校教諭を経験しているベテラン教員（国
語・数学・英語・理科）5名が丁寧にサ
ポート。「学生から『教員採用試験に受かり
ました！』など喜びの報告を聞くとうれしくな
ります。いつでも勉強したい時に気軽に利
用してください」。

親身になって教えてくれる
経験豊富な教員陣

ク ロ ー ズ ア ッ プ ! N A K A M U R A Vol.1

場所／中央本館2階　　開館時間／平日 9:00～18:00、土曜 9:00～13:00（1・3・5 土曜）※日・祝日は閉館
利用方法／受付で予約票に記入・提出して、教員とスケジュールを打ち合わせて予約を入れる。
予約状況はラーニングサポートセンター入口のボードにて確認を。

ラーニング
サポートセンター



　

3
月
30
日
、第
32
回
管
理
栄
養
士
国
家
試

験
の
合
否
結
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。本

学
で
は
、平
成
29
年
度
栄
養
科
学
部
栄
養

科
学
科
卒
業
生
223
名
が
受
験
し
、221
名
が
合

格
し
ま
し
た
。こ
の
合
格
者
数
は
、全
国
の

管
理
栄
養
士
養
成
施
設
に
お
い
て
、全
国

第
2
位
、西
日
本
第
1
位
と
い
う
、高
い
レ

ベ
ル
の
合
格
状
況
で
し
た
。国
試
対
策
委

員
を
は
じ
め
と
す
る
栄
養
科
学
科
教
員
の

丁
寧
な
指
導
と
、学
生
の
努
力
が
実
を
結

び
ま
し
た
。

　

流
通
科
学
部
お
よ
び
キ
ャ
リ
ア
開
発
学
科

の
平
成
30
年
度
入
学
生
よ
り
、ノ
ー
ト
パ
ソ
コ

ン
の
必
携
化
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。こ
れ

は
、フ
ー
ド
･
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
に
続
き
、

ビ
ジ
ネ
ス
系
の
両
学
科
の
新
入
生
に
も
本
学

指
定
の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン「
N-n
o
t
e
」が

貸
与
さ
れ
る
制
度
で
す
。N-

n
o
t
e
は

L
T
E
通
信
機
能
が
内
蔵
さ
れ
て
お
り
、

W
i-

F
i
が
無
い
場
所
で
も
ネ
ッ
ト
に
繋

が
る
の
で
、学
内
の
授
業
だ
け
で
な
く
学
外

で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
時
に
も
活
用
で

き
、活
発
な
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
は
す
べ
て
の
学
科
の
入
学
生

に
N-n
o
t
e
が
貸
与
さ
れ
ま
す
。

流
通
科
学
部
、キ
ャ
リ
ア
開
発
学
科
新
入
生

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
必
携
化
開
始　

N-

n
o
t
e
を
貸
与
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平
成
29
年
度
か
ら
、キ
ャ
リ
ア
開
発
学
科

の
選
択
科
目
と
し
て「
お
も
て
な
し
研
修
」の

授
業
が
開
講
し
ま
し
た
。こ
の
授
業
で
は
、日

本
の
文
化
や
歴
史
、社
会
・
世
界
情
勢
を
理
解

し
、「
お
も
て
な
し
」の
現
場
で
の
体
験
を
通

し
て
、T
P
O
に
応
じ
て
日
常
生
活
で
も「
お

も
て
な
し
の
心
」を
実
践
で
き
る
よ
う
に
な

る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。今
年
度
は

第
１
期
生
と
な
る
12
名
が
福
岡
市
の「
博
多

町
屋
ふ
る
さ
と
館
」で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
体
験
や
、櫛
田
神
社
を
案
内
す
る
ス

ポ
ッ
ト
ガ
イ
ド
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

事
前
の
研
修
で
は
、現
役
の
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
方
に
よ
る
案
内
で
、「
博
多

の
寺
社
め
ぐ
り
コ
ー
ス
」お
よ
び「
博
多
・
中

洲
・
天
神
コ
ー
ス
」を
体
験
し
ま
し
た
。ガ
イ

ド
の
方
の
丁
寧
な
解
説
と
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る

身
振
り
手
振
り
の
案
内
を
見
て
、た
だ
知
識

を
身
に
付
け
る
だ
け
で
な
く
、い
か
に
相
手

に
楽
し
ん
で
も
ら
う
か
と
い
う
お
も
て
な
し

精
神
を
学
び
ま
し
た
。

　

11
月
か
ら
3
月
に
か
け
て
は
、毎
週
末
と

祝
日
、2
〜
3
名
の
交
代
制
で「
博
多
町
屋

ふ
る
さ
と
館
」で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と

し
て
活
動
し
ま
し
た
。国
内
外
の
お
客
様
に

笑
顔
で
挨
拶
し
、展
示
品
の
説
明
を
し
ま
し

た
。「
無
料
定
時
ツ
ア
ー
」で
は
、櫛
田
神
社

の
歴
史
、恵
方
盤
、博
多
祇
園
山
笠
、博
多
べ

い
な
ど
を
ガ
イ
ド
し
ま
し
た
。学
生
は
手
製

の
資
料
を
作
成
、何
度
も
事
前
に
練
習
し
、

本
番
に
備
え
ま
し
た
。お
客
様
か
ら
の
質
問

に
も
答
え
ら
れ
、ほ
っ
と
し
た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
研
修
を
通
し
て
、日
常
生
活
で
も
観

光
客
や
道
に
迷
っ
て
い
る
人
に
声
を
か
け
、

「
お
も
て
な
し
の
心
」を
実
践
で
き
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
開
発
学
科　

選
択
科
目

「
お
も
て
な
し
研
修
」を
開
講

第
32
回
管
理
栄
養
士
国
家
試
験　

合
格
状
況

合
格
者
数
221
名　

合
格
者
数
全
国
第
2
位
、西
日
本
第
1
位

□学校区分別合格状況

本学

全国

受験者数

223名

9,321名

1,553名

6,348名

17,222名

合格者数

221名

8,928名

323名

1,221名

10,472名

合格率 

99.1%

95.8%

20.8%

19.2%

60.8％

管理栄養士養成
課程（新卒）
管理栄養士養成
課程（既卒）

栄養士養成
課程（既卒）



　
本
学
教
育
学
部
と
食
物
栄
養
学
科
の
教

員
が
、福
岡
県
環
境
部
循
環
型
社
会
推
進
課

と
協
働
で
、食
育
に
関
す
る
紙
芝
居「
も
ぐ

も
ぐ
も
ぐ 

〜
お
い
し
い
や
ん
〜
」を
製
作
し

ま
し
た
。こ
の
取
り
組
み
は
、本
学
の
甲
斐

学
長
が
会
長
を
務
め
る「
福
岡
県
食
品
ロ
ス

削
減
推
進
協
議
会
」の
県
民
運
動
の
一
環
と

し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
紙
芝
居
は
、食
品
ロ
ス
削
減
啓
発
資

材
検
討
委
員
会（
教
育
学
部
・
平
田
繁
教
授
、

野
中
千
都
准
教
授
、倉
原
弘
子
講
師
、食
物

栄
養
学
科
・
森
脇
千
夏
准
教
授
が
参
加
）に

よ
る
、子
ど
も
た
ち
へ
の
食
育
の
推
進
を
目

的
と
し
て
製
作
さ
れ
た
も
の
で
、福
岡
県
環

境
部
と
し
て
は
幼
児
期
か
ら
の
食
品
ロ
ス

削
減
へ
の
意
識
向
上
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。2
月
13
日
に
は
、中
村
学
園
大
学
付
属
あ

さ
ひ
幼
稚
園
に
て
紙
芝
居（
試
作
）が
試
演

さ
れ
、子
ど
も
た
ち
の
反
応
を
基
に
修
正
を

加
え
て
完
成
し
ま
し
た
。

　
教
育
学
部
野
中
千
都
准
教
授
は
、「
子
ど

も
に
対
し
て〝
食
べ
物
に
興
味
を
持
ち
、意

欲
を
持
っ
て
食
べ
る
こ
と
〞や〝
食
事
を

作
っ
て
く
れ
る
人
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

持
つ
こ
と
〞、〝
食
べ
る
こ
と
を
楽
し
み
、食

の
循
環
・
環
境
を
意
識
す
る
こ
と
〞な
ど
話

し
て
い
た
だ
き
、併
せ
て
、一
人
一
人
の
子

ど
も
の
心
身
の
状
態
等
に
応
じ
、自
分
の
食

べ
ら
れ
る
量
を
知
り
、食
べ
ら
れ
る
量
は
食

べ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
お
話
し
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。」と
製
作
趣
旨
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。3
月
末
に
こ
の
紙
芝
居
は
、福

岡
県
内
の
幼
稚
園
・
保
育
所
等
に
配
布
さ
れ

て
い
ま
す
。こ
の
紙
芝
居
が
子
ど
も
た
ち
の

食
育
を
推
進
し
、子
ど
も
た
ち
の
健
康
に
貢

献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
3
月
14
日
、平
成
29
年
度
中
村
学
園
大
学

同
窓
会
奨
学
金
奨
学
生
証
交
付
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。こ
の
奨
学
金
制
度
は
、中
村
学
園
大

学
の
学
生
の
リ
ー
ダ
ー
的
人
材
育
成
の
た
め

勉
学
奨
励
並
び
に
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
の

向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の

で
、中
村
学
園
大
学
に
在
籍
す
る
学
生
及
び

学
内
の
団
体
の
う
ち
、同
窓
会
が
認
定
し
た

学
業
成
績
を
収
め
た
者
、ま
た
は
同
窓
会
が

認
定
し
た
各
大
会
等
で
優
秀
な
成
績
を
収
め

た
個
人
ま
た
は
団
体
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
本
年
度
は
学
生
4
名
な
ら
び
に
6
団
体
が

奨
学
生
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

平
成
29
年
度

中
村
学
園
大
学
同
窓
会
奨
学
金
奨
学
生
証
交
付
式
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3
月
6
日
、福
岡
県「
食
品
ロ
ス
削
減
レ
シ
ピ
コ

ン
テ
ス
ト
」の
最
終
審
査
会
が
本
学
で
開
催
さ

れ
、食
物
栄
養
学
科
の
三
堂
德
孝
教
授
が
審
査
員

長
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。応
募
作
品
146
作
品
の

う
ち
最
終
選
考
に
に
残
っ
た
9
作
品
に
つ
い
て

最
終
審
査
が
行
わ
れ
、三
堂
教
授
が
9
作
品
の
レ

シ
ピ
再
現
を
担
当
し
ま
し
た
。ま
た
、漫
画
家
の

う
え
や
ま
と
ち
氏（
漫
画「
ク
ッ
キ
ン
グ
パ
パ
」の

作
者
）を
は
じ
め
と
す
る
4
名
の
審
査
員
が
試
食

し
、受
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

福
岡
県

「
食
品
ロ
ス
削
減
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
」

最
終
審
査
会　

本
学
で
開
催

食
育
に
関
す
る
紙
芝
居「
も
ぐ
も
ぐ
も
ぐ 

〜
お
い
し
い
や
ん
〜
」

福
岡
県
と
の
協
働
製
作　

福
岡
県
内
の
幼
稚
園
・
保
育
所
に
配
布

食育に関する紙芝居「もぐもぐもぐ ～おいしいやん～」

うえやまとち賞 「あんかけえのきのステーキ風」
優秀賞 主食部門 「そうめんグラタン」
 おかず部門 「おかずみそ」
 デザート部門 「パン耳ヨーグルトタルトイチゴ風味」

○リーダー的人材育成のための勉学奨励の
　目的に基づく奨学金
　川崎理香子（栄養科学部）、花村衣咲（栄養科学部）、
　MA QIANQIAN［マ セイセイ］（流通科学部）
○リーダー的人材育成のためのスポーツ・文化活動の
　向上の目的に基づく奨学金
（団体）女子バレーボール部、女子ラクロス部、
　　　和太鼓部輝来響楽座、薬膳・食育ボランティア部、
　　　小児糖尿病サマーキャンプ、フラダンス部
（個人）書道部　近藤みつき（教育学部）

受賞した4作品 審査員の皆さん
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中
村
調
理
製
菓
専
門
学
校

本
学
在
学
生
向
け
学
校
見
学
会
を
開
催

　

2
月
8
日
、本
学
と
台
湾 

玄
奘
大
学（H

su
an
 C
hu
ang

 
U
niversity

）は
、教
育
・
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。同
日
、

玄
奘
大
学
の
池
田
辰
彰
助
教
授
が
来
学
し
協
定
書
調
印
式
が
執
り

行
わ
れ
、栄
養
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
流
通
科
学
研
究
所
な
ど
学
内
の
施
設

を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。今
後
は
学
生
交
流
等
、具
体
的
な
計
画
を
検

討
し
、相
互
交
流

を
深
め
て
い
く
予

定
で
す
。

　

本
学
に
お
け
る

海
外
の
大
学
と
の

提
携
は
33
校
と
な

り
ま
す（
4
月
1

日
現
在
）。

国際
交流

http://www.nakamura-u.ac.jp/

WEBや
SNSにて
情報発信中！

台
湾 

玄
奘
大
学
と
の

国
際
交
流
協
定
を
締
結

　

2
月
4
日
か
ら
11
日
ま
で
、「
海
外
で
学
ぼ

う
！
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
研
修
in
韓
国
」研
修
学
生

9
名
は
、韓
国
の
東
元
大
学
校
で
研
修
を
行
い

ま
し
た
。こ
の
研

修
は
、
国
際
交

流
、異
文
化
体
験

と
、国
際
的
な
ビ

ジ
ネ
ス
の
現
状
を

知
り
、就
職
活
動

に
活
か
す
こ
と
を

目
的
と
し
た
研

修
で
、1
月
に
本

学
で
約
1
カ
月
間

の
研
修
を
行
っ
た
東
元
大
学
校
学
生
が
、研
修

行
程
に
同
行
し
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

東
元
大
学
校
で
は
、韓
国
語
や
韓
国
の
文
化

に
つい
て
の
授
業
を
受
け
、本
学
で
研
修
し
た
学

生
た
ち
と
再
会
し
ま
し
た
。ま
た
、韓
国
の
文
化

体
験
と
し
て
、チ
ム
ジ
ル
バ
ン
と
い
う
韓
国
式
の
ス

パ
の
体
験
、M
B
C
ド
ラ
ミ
ア（
ド
ラ
マ
を
製
作
す

る
場
所
）、ロッ
テ
ワ
ー
ル
ド
、カ
ン
ナ
ム
、景
福
宮

を
見
学
し
、企
業
見
学
で
は
S
K
ハ
イ
ニッ
ク
、

H
S
教
育
グ
ル
ー
プ
、ロッ
テ
ホ
テ
ル
な
ど
を
視
察

し
ま
し
た
。研
修
生
た
ち
は
、今
後
の
学
生
生
活

で
も
国
際
交
流
や
語
学
力
の
向
上
に
励
み
た

い
、と
意
欲
を
高
め
た
よ
う
で
す
。

　

姉
妹
校
で
あ
る
中
村
調
理
製
菓
専
門
学
校
で
は「
調
理
師

科
夜
間
コ
ー
ス
」を
開
講
し
て
お
り
、本
学
の
大
学
生
・
短
大

生
が
夜
間
に
無
理
な
く
通
学
で
き
、確
か
な
調
理
技
術
が
習

得
で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が

組
ま
れ
て
い
ま
す
。実
施
を
検

討
す
る
学
生
は
、下
記
日
程
で

開
催
さ
れ
る
学
校
説
明
会
に

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。実
際

の
授
業
見
学
と
と
も
に
試
食

も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

国際
交流

「
海
外
で
学
ぼ
う
！
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
研
修
in
韓
国
」

キ
ャ
リ
ア
開
発
学
科
学
生
が
参
加

教職員の出版物
著者は、本学教員のみ記載※肩書き等は発行日現在のもの

食料・農業・農村の
六次産業化
甲斐諭　流通科学部 教授　共著
（農林統計協会　2018年2月）

イラスト　
解剖生理学実験　第3版
河手　久弥　栄養科学部 栄養科学科 教授　共著
大和　孝子　栄養科学部 栄養科学科 教授　共著
日野　真一郎　栄養科学部 栄養科学科 准教授　共著
竹嶋　美夏子　栄養科学部 栄養科学科 講師　共著
（東京教学社　2018年2月）

差異としての
マーケティング（第3版）
片山　富弘　流通科学部 教授　単著
（五紘舎　2018年3月）

新教育課程総論ワークブック
～平成30年度幼稚園教育要領と
保育所保育指針対応～
櫻井　裕介　幼児保育学科 講師　単著
（櫂歌書房　2017年12月）

5月 8 日（火） 18:30～

6月 1 日（金） 18:30～

6月28日（木） 18:30～

7月13日（金） 18:30～

8月 3 日（金） 18:30～

■説明会日程

■開催場所
　中村調理製菓専門学校（福岡市中央区平尾2-1-1）

■問合せ・申込み
　中村学園大学 学生部・生活支援課　TEL 092-851-2593

公式ホームページ 公式Facebook 公式Twitter

［ 研 究 者 ］
［研究課題名］
［ 寄 付 者 ］
［交付予定額］

三堂　德孝（食物栄養学科 教授）
茎わかめサラダの商品改良
株式会社堀内
70,000円

外部資金等の受け入れ状況

研究寄付金
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平
成
29
年
度
学
位
記
授
与
式
に
お
い
て
、

「
中
村
ハ
ル
育
英
奨
学
基
金
規
程
」に
よ
る
、

平
成
29
年
度
総
合
Ｇ
Ｐ
Ａ
優
秀
者
に
表
彰
状

と
純
金
製
の
メ
ダ
ル
を
配
し
た
盾
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

短
期
大
学
部 
食
物
栄
養
学
科 

福
田　

華
名

 

キ
ャ
リ
ア
開
発
学
科 

小
山
路
椎
奈

 

幼
児
保
育
学
科 

宮
﨑　

楓
子

栄
養
科
学
部 
栄
養
科
学
科 

石
野　

百
合

教
育
学
部 

児
童
幼
児
教
育
学
科 

橋
爪　

未
来

流
通
科
学
部 
流
通
科
学
科 

安
田
真
希
子

※
Ｇ
Ｐ
Ａ
と
は
、G
r
a
d
e 

P
o
i
n
t 

A
v
e
r
a
g
e
の

略
で
す
。Ｇ
Ｐ
は
、学
生
が
履
修
し
た
科
目
の
成
績
評
価
に
応
じ
て
、

秀（
４
点
）、優（
３
点
）、良（
２
点
）、可（
１
点
）、不
可
・
不
認
定（
０

点
）と
し
て
い
ま
す
。総
合
Ｇ
Ｐ
Ａ
と
は
、学
生
が
在
学
中
に
履
修
し

た
科
目
そ
れ
ぞ
れ
の
Ｇ
Ｐ
に
、そ
の
科
目
の
単
位
数
を
乗
じ
て
得
た

値
の
合
計
を
、全
履
修
登
録
科
目
の
合
計
単
位
数
で
除
し
て
得
た
値

の
こ
と
で
す
。こ
の
数
値
で
、１
単
位
当
た
り
ど
れ
だ
け
高
い
学
習

効
果
を
あ
げ
た
か
が
評
価
で
き
ま
す
。

NAK AMUR A 2018.4

平
成
29
年
度

総
合
Ｇ
Ｐ
Ａ
優
秀
者
表
彰

　

学
位
記
授
与
式
当
日
、7
号
館
に
て
平
成

29
年
度
各
協
会
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
、免
許
資
格
取
得
者（
栄
養
士
・
保

育
士
・
フ
ー
ド
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
）の
う
ち
特

に
優
秀
な
成
績
で
卒
業
す
る
学
生
を
各
協
会

が
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

○
全
国
栄
養
士
養
成
施
設
協
会
理
事
長
表
彰
者

短
期
大
学
部 
食
物
栄
養
学
科 

石
井　

晶
子

栄
養
科
学
部 
栄
養
科
学
科 

鴛
渕　

陽
香

○
全
国
保
育
士
養
成
協
議
会
会
長
表
彰
者

短
期
大
学
部 
幼
児
保
育
学
科 

宮
﨑　

楓
子

教
育
学
部 

児
童
幼
児
教
育
学
科 

本
田　

奈
見

○
日
本
フ
ー
ド
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
協
会
会
長
表
彰
者

短
期
大
学
部 
食
物
栄
養
学
科 

石
井　

晶
子

短
期
大
学
部 
食
物
栄
養
学
科 

馬
場　

裕
子

平
成
29
年
度

各
協
会
表
彰

　

平
成
30
年
2
月
、新
ヶ
江
登
美
夫
教
授（
教

育
学
部
）と
増
田
隆
教
授（
幼
児
保
育
学

科
）が
、一
般
社
団
法
人
全
国
保
育
士
養
成

協
議
会
会
長
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、長
年
に
わ
た
り
保
育
士
養
成

施
設
に
お
い
て
教
育
に
尽
力
さ
れ
、多
大
な

貢
献
を
さ

れ
た
教
員

に
対
し
て

贈
ら
れ
る

も
の
で
す
。

一
般
社
団
法
人
全
国
保
育
士

養
成
協
議
会
会
長
表
彰

　

平
成
30
年
3
月
24
日
、「
第
9
回
生
活
科
学

系
博
士
課
程
論
文
発
表
会
」に
お
い
て
、

本
学
大
学
院
栄
養
科
学
研
究
科
博
士
後
期

課
程（
平
成
30
年
3
月
修
了
）の
脇
本
麗
さ
ん

が
、博
士
論
文「
サ
ブ
タ
イ
プ
別
乳
癌
細
胞
に

対
す
る
P
t
e
r
o
s
t
i
l
b
e
n
e
の

抗
腫
瘍
効
果
の
検
討
」を
発
表
し
、生
活
科
学

系
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
学
術
奨
励
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

「
第
9
回
生
活
科
学
系

博
士
課
程
論
文
発
表
会
」

生
活
科
学
系
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

学
術
奨
励
賞
受
賞

　

平
成
29
年
10
月
、流
通
科
学
部
の
片
山
富
弘

教
授
、中
川
隆
准
教
授
、水
島
多
美
也
准
教

授
が
、日
本
経
営
診
断
学
会
よ
り
、共
同
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト『
買
物
弱
者
へ
の
取
組
支
援
の

現
状
と
対
策
』に
お
い
て
助
成
金
の
受
賞
を
受

け
ま
し
た
。こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、高
齢
社

会
を
迎
え
て
の
買
物
弱
者
へ
の
取
組
の
状
況

を
移
動
販
売
経
営
の
視
点
か
ら
、該
当
企
業

や
該
当
行
政
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、買
物
弱
者
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
・
分
析
し
、経
営
診
断
の

ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

日
本
経
営
診
断
学
会

共
同
研
究
プ
ロ
ジェ
ク
ト

教
職
員
の
動
き

●
採
用
人
事（
平
成
30
年
4
月
1
日
付
）

教
授（
大
学
・
栄
養
科
学
部
） 

 

  

 

沖 　
　

智
之

教
授（
大
学
・
教
育
学
部
） 

 

 

 

那
須　

信
樹

准
教
授（
短
大
・
幼
児
保
育
学
科
） 

 

 

 

吉
岡
亜
砂
美

講
師（
短
大
・
幼
児
保
育
学
科
） 

 

 

 

牛
島　

豊
広

講
師（
短
大
・
幼
児
保
育
学
科
） 

 

 

 

山
下
雅
佳
実

常
勤
助
手（
大
学
・
栄
養
科
学
部
）

 

 

折
田　

綾
音

常
勤
助
手（
大
学
・
栄
養
科
学
部
）

 

 

德
富
美
沙
紀

常
勤
助
手（
大
学
・
栄
養
科
学
部
）

 

 

宮　
　

真
南

常
勤
助
手（
短
大
・
食
物
栄
養
学
科
） 　

　
　

  

池
田　

由
希

常
勤
助
手（
短
大
・
食
物
栄
養
学
科
） 　

　
　

  

江
﨑　
　

翠

常
勤
助
手（
短
大
・
食
物
栄
養
学
科
） 　

　
　

  

藤
原　

安
奈

常
勤
助
手（
短
大
・
食
物
栄
養
学
科
）

 

 

山
川　

由
莉

常
勤
助
手（
短
大
・
キ
ャ
リ
ア
開
発
学
科
）  

 

 

岩
見　

穂
香

常
勤
助
手（
短
大
・
キ
ャ
リ
ア
開
発
学
科
）  

 

 

中
島　

千
優

常
勤
助
手（
短
大
・
幼
児
保
育
学
科
）

 

 

萩
尾
耕
太
郎

教
務
部
課
員                               

 

 

須
尭　

優
里

学
生
部
課
員　
　
　

                        
 

 

 

西
川
航
太
郎

あ
さ
ひ
幼
稚
園
常
勤
講
師 

 

        
 

吉
田　
　

萌

●
平
成
30
年
度
役
職
者

学
長（
大
学
・
短
期
大
学
部
） 

甲
斐　
　

諭

大
学
院
栄
養
科
学
研
究
科
長 

中
野　

修
治

大
学
院
教
育
学
研
究
科
長 

相
良　

康
弘

大
学
院
流
通
科
学
研
究
科
長 

片
山　

富
弘

栄
養
科
学
部
長 

三
成　

由
美

栄
養
科
学
科
主
任 

 

今
井　

克
己

フ
ー
ド
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
主
任 

 

太
田　

英
明

栄
養
科
学
部
学
部
長
補
佐 

河
手　

久
弥

教
育
学
部
長 

笠
原　

正
洋

教
育
学
部
学
部
長
補
佐 

中
野　

裕
史

教
育
学
部
学
部
長
補
佐 

野
上　

俊
一

流
通
科
学
部
長 

浅
岡　

由
美

流
通
科
学
部
学
部
長
補
佐 

前
田　

卓
雄

流
通
科
学
部
学
部
長
補
佐 

音
成　

陽
子

短
期
大
学
部
長 

酒
見　

康
廣

食
物
栄
養
学
科
主
任 

三
堂　

德
孝

キ
ャ
リ
ア
開
発
学
科
主
任 

岩
田　

京
子

幼
児
保
育
学
科
主
任 

古
賀　

和
博

図
書
館
長 

津
田　

博
子

薬
膳
科
学
研
究
所
長 

徳
井　

教
孝

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
長 

吉
川　

昌
子

流
通
科
学
研
究
所
長 

甲
斐　
　

諭

大
学
付
属
あ
さ
ひ
幼
稚
園
園
長 

藤
瀨　

教
也

大
学
付
属
あ
さ
ひ
幼
稚
園
主
任
教
諭 
志
水　

陽
子

大
学
付
属
壱
岐
幼
稚
園
園
長 

圓
入　

智
仁

大
学
付
属
壱
岐
幼
稚
園
主
任
教
諭 

樋
渡
紗
由
里

●
昇
格
人
事（
平
成
30
年
4
月
1
日
付
）

教
授（
大
学
） 

吹
氣　

弘
髙（
准
教
授
・
大
学
）

教
授（
大
学
） 

姉
川　

正
紀（
准
教
授
・
大
学
）

教
授（
短
大
） 

岸
川　

公
紀（
准
教
授
・
短
大
）

准
教
授（
大
学
） 
竹
嶋
美
夏
子（
講
師
・
大
学
）

准
教
授（
短
大
） 
向
坂　

幸
雄（
講
師
・
短
大
）

准
教
授（
短
大
） 
永
渕
美
香
子（
講
師
・
短
大
）

助
教（
大
学
） 

武
曽　
　

歩（
助
手
・
大
学
）

助
教（
大
学
） 

脇
本　
　

麗（
助
手
・
大
学
）

助
教（
大
学
） 

田
中
る
み
こ（
助
手
・
大
学
）

●
常
勤
教
員
か
ら
専
任
教
員
へ
の
人
事

（
平
成
30
年
4
月
1
日
付
）

講
師（
大
学
） 

松
藤　

光
生（
講
師
・
大
学
）

講
師（
短
大
） 

櫻
井　

裕
介（
講
師
・
短
大
）

助
手（
大
学
） 

市
川　

彩
絵（
常
勤
助
手
・
大
学
）

助
手（
大
学
） 

鬼
木　

愛
子（
常
勤
助
手
・
大
学
）

助
手（
大
学
） 

溝
田　

知
香（
常
勤
助
手
・
大
学
）

助
手（
大
学
） 

岩
男　

芙
美（
常
勤
助
手
・
大
学
）

助
手（
短
大
） 

坂
本　

尚
磨（
常
勤
助
手
・
短
大
）

●
配
置
換
え
人
事（
平
成
30
年
4
月
1
日
付
）

ラ
ー
ニ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
教
育
職
員

　
　
 

石
原　
　

忍（
三
陽
中
・
高
教
諭
）

法
人
本
部
財
務
部
経
理
課
課
員

　

  

角　

真
紀
子（
庶
務
課
課
員
）

法
人
本
部
経
営
企
画
部
経
営
企
画
室
課
員

 

土
斐
崎
種
知（
学
生
部
課
員
）

三
陽
中
・
高
教
諭

 

三
浦　

英
治（
ラ
ー
ニ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト  

 

セ
ン
タ
ー
教
育
職
員
）

三
陽
中
・
高
事
務
室
室
員

 

大
石　

剛
弘（
教
務
部
課
員
）

●
退
職
人
事（
平
成
30
年
3
月
31
日
付
）

教
授（
大
学
） 

太
田　

英
明

教
授（
大
学
） 

木
下　

和
也

教
授（
短
大
） 

寺
澤　

洋
子

准
教
授（
大
学
） 

本
間　
　

学

准
教
授（
大
学
） 

中
川　

宏
道

准
教
授（
短
大
） 

小
川　

和
子

准
教
授（
短
大
） 

中
村　

宏
子

助
教（
大
学
） 

宮
﨑　
　

瞳

助
教（
短
大
） 

舩
越　

淳
子

助
手（
大
学
） 

近
藤
奈
々
子

助
手（
短
大
） 

伏
谷　

仁
美

助
手（
短
大
） 

安
田　

奈
央

助
手（
短
大
） 

山
本　

久
美

助
手（
短
大
） 

横
尾　

愛
弓

助
手（
短
大
） 

大
塚
絵
里
子

助
手（
短
大
） 

門
田
理
代
子

法
人
本
部
財
務
部
経
理
課
課
員 

柴
田
美
智
子

あ
さ
ひ
幼
稚
園
教
諭 

古
賀　

千
里

あ
さ
ひ
幼
稚
園
教
諭 

原　

真
莉
子

あ
さ
ひ
幼
稚
園
常
勤
講
師 

高
口
と
な
み
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中
村
学
園
女
子
高
等
学
校
は
、平
成
27

年
度
に
文
部
科
学
省
か
ら
ス
ー
パ
ー
グ

ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル（
S
G
H
）に

指
定
さ
れ
、地
球
規
模
の
課
題
で
あ
る

「
食
」を
通
じ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー

を
育
成
し
て
い
ま
す
。独
自
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
開
発
を
行
い
、海
外
の
文
化
や
習
慣

を
肌
で
感
じ
る
海
外
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
、立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
の
留
学

生
と
の
協
働
体
験
を
通
じ
て
課
題
解
決

力
・
自
己
発
信
力
・
英
語
力
を
養
う
グ

ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
、国
際
経
験
豊
富

な
外
交
官
な
ど
に
経
験
を
語
っ
て
い
た

だ
く
S
G
講
演
会
な
ど
様
々
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。ま
た
、昨
年
9

月
に
は
福
岡
国
際
会
議
場
で〝「
食
」の
サ

ミ
ッ
ト
2
0
1
7
〞を
開
催
。予
選
を
通

過
し
た
海
外
4
カ
国
の
高
校
生
と
食
の

問
題
と
そ
の
解
決
策
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
繰
り
広
げ
、国
連
W
F
P
協
会
へ
共
同

宣
言
と
し
て
提
言
す
る
な
ど
、3
年
間
の

活
動
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、今
年
の
3
月
に
は
外
部
の
学
校
関

係
者
や
企
業
の
方
々
も
招
き
、S
G
H
報
告

会
を
開
催
。1
年
間
探
究
活
動
を
積
み
重

ね
て
き
た
生
徒
た
ち
が
グ
ル
ー
プ
発
表
、パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
通
し
て
食
の
問
題
解
決
に
向
け

て
新
た
な
方
向
性
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

来
た
る
7
月
28
日（
土
）に
は
、中
村
学
園

女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
に
て〝「
食
」の
サ

ミ
ッ
ト
2
0
1
8
〞を
開
催
し
ま
す
。ま

た
一
歩
成
長
し
た
生
徒
た
ち
の
姿
を
お

見
せ
で
き
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

次
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・

リ
ー
ダ
ー
を

育
成
し
て
い
ま
す
。

異文化コミュニケーションを図るグローバ
ルキャンパス

“「食」のサミット2017”では国連
WFP協会へ共同宣言を提出

中村学園女子中学校
中村学園女子高等学校

G a k uen Let te r
N a ka m u ra

　

平
成
30
年
3
月
24
日
、「
第
9
回
生
活
科
学

系
博
士
課
程
論
文
発
表
会
」に
お
い
て
、

本
学
大
学
院
栄
養
科
学
研
究
科
博
士
後
期

課
程（
平
成
30
年
3
月
修
了
）の
脇
本
麗
さ
ん

が
、博
士
論
文「
サ
ブ
タ
イ
プ
別
乳
癌
細
胞
に

対
す
る
P
t
e
r
o
s
t
i
l
b
e
n
e
の

抗
腫
瘍
効
果
の
検
討
」を
発
表
し
、生
活
科
学

系
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
学
術
奨
励
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

●
採
用
人
事（
平
成
30
年
4
月
1
日
付
）

教
授（
大
学
・
栄
養
科
学
部
） 

 

  

 

沖 　
　

智
之

教
授（
大
学
・
教
育
学
部
） 

 

 

 

那
須　

信
樹

准
教
授（
短
大
・
幼
児
保
育
学
科
） 

 

 

 

吉
岡
亜
砂
美

講
師（
短
大
・
幼
児
保
育
学
科
） 

 

 

 

牛
島　

豊
広

講
師（
短
大
・
幼
児
保
育
学
科
） 

 

 

 

山
下
雅
佳
実

常
勤
助
手（
大
学
・
栄
養
科
学
部
）

 

 

折
田　

綾
音

常
勤
助
手（
大
学
・
栄
養
科
学
部
）

 

 

德
富
美
沙
紀

常
勤
助
手（
大
学
・
栄
養
科
学
部
）

 

 

宮　
　

真
南

常
勤
助
手（
短
大
・
食
物
栄
養
学
科
） 　

　
　

  

池
田　

由
希

常
勤
助
手（
短
大
・
食
物
栄
養
学
科
） 　

　
　

  

江
﨑　
　

翠

常
勤
助
手（
短
大
・
食
物
栄
養
学
科
） 　

　
　

  

藤
原　

安
奈

常
勤
助
手（
短
大
・
食
物
栄
養
学
科
）

 

 

山
川　

由
莉

常
勤
助
手（
短
大
・
キ
ャ
リ
ア
開
発
学
科
）  

 

 

岩
見　

穂
香

常
勤
助
手（
短
大
・
キ
ャ
リ
ア
開
発
学
科
）  

 

 

中
島　

千
優

常
勤
助
手（
短
大
・
幼
児
保
育
学
科
）

 

 

萩
尾
耕
太
郎

教
務
部
課
員                               

 

 

須
尭　

優
里

学
生
部
課
員　
　
　

                        
 

 

 

西
川
航
太
郎

あ
さ
ひ
幼
稚
園
常
勤
講
師 

 

        
 

吉
田　
　

萌

●
平
成
30
年
度
役
職
者

学
長（
大
学
・
短
期
大
学
部
） 

甲
斐　
　

諭

大
学
院
栄
養
科
学
研
究
科
長 

中
野　

修
治

大
学
院
教
育
学
研
究
科
長 

相
良　

康
弘

大
学
院
流
通
科
学
研
究
科
長 

片
山　

富
弘

栄
養
科
学
部
長 

三
成　

由
美

栄
養
科
学
科
主
任 

 

今
井　

克
己

フ
ー
ド
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
主
任 

 

太
田　

英
明

栄
養
科
学
部
学
部
長
補
佐 

河
手　

久
弥

教
育
学
部
長 

笠
原　

正
洋

教
育
学
部
学
部
長
補
佐 

中
野　

裕
史

教
育
学
部
学
部
長
補
佐 

野
上　

俊
一

流
通
科
学
部
長 

浅
岡　

由
美

流
通
科
学
部
学
部
長
補
佐 

前
田　

卓
雄

流
通
科
学
部
学
部
長
補
佐 

音
成　

陽
子

短
期
大
学
部
長 

酒
見　

康
廣

食
物
栄
養
学
科
主
任 

三
堂　

德
孝

キ
ャ
リ
ア
開
発
学
科
主
任 

岩
田　

京
子

幼
児
保
育
学
科
主
任 

古
賀　

和
博

図
書
館
長 

津
田　

博
子

薬
膳
科
学
研
究
所
長 

徳
井　

教
孝

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
長 

吉
川　

昌
子

流
通
科
学
研
究
所
長 

甲
斐　
　

諭

大
学
付
属
あ
さ
ひ
幼
稚
園
園
長 

藤
瀨　

教
也

大
学
付
属
あ
さ
ひ
幼
稚
園
主
任
教
諭 
志
水　

陽
子

大
学
付
属
壱
岐
幼
稚
園
園
長 

圓
入　

智
仁

大
学
付
属
壱
岐
幼
稚
園
主
任
教
諭 

樋
渡
紗
由
里

●
昇
格
人
事（
平
成
30
年
4
月
1
日
付
）

教
授（
大
学
） 

吹
氣　

弘
髙（
准
教
授
・
大
学
）

教
授（
大
学
） 

姉
川　

正
紀（
准
教
授
・
大
学
）

教
授（
短
大
） 

岸
川　

公
紀（
准
教
授
・
短
大
）

准
教
授（
大
学
） 
竹
嶋
美
夏
子（
講
師
・
大
学
）

准
教
授（
短
大
） 
向
坂　

幸
雄（
講
師
・
短
大
）

准
教
授（
短
大
） 
永
渕
美
香
子（
講
師
・
短
大
）

助
教（
大
学
） 

武
曽　
　

歩（
助
手
・
大
学
）

助
教（
大
学
） 

脇
本　
　

麗（
助
手
・
大
学
）

助
教（
大
学
） 

田
中
る
み
こ（
助
手
・
大
学
）

●
常
勤
教
員
か
ら
専
任
教
員
へ
の
人
事

（
平
成
30
年
4
月
1
日
付
）

講
師（
大
学
） 

松
藤　

光
生（
講
師
・
大
学
）

講
師（
短
大
） 

櫻
井　

裕
介（
講
師
・
短
大
）

助
手（
大
学
） 

市
川　

彩
絵（
常
勤
助
手
・
大
学
）

助
手（
大
学
） 

鬼
木　

愛
子（
常
勤
助
手
・
大
学
）

助
手（
大
学
） 

溝
田　

知
香（
常
勤
助
手
・
大
学
）

助
手（
大
学
） 

岩
男　

芙
美（
常
勤
助
手
・
大
学
）

助
手（
短
大
） 

坂
本　

尚
磨（
常
勤
助
手
・
短
大
）

●
配
置
換
え
人
事（
平
成
30
年
4
月
1
日
付
）

ラ
ー
ニ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
教
育
職
員

　
　
 

石
原　
　

忍（
三
陽
中
・
高
教
諭
）

法
人
本
部
財
務
部
経
理
課
課
員

　

  

角　

真
紀
子（
庶
務
課
課
員
）

法
人
本
部
経
営
企
画
部
経
営
企
画
室
課
員

 

土
斐
崎
種
知（
学
生
部
課
員
）

三
陽
中
・
高
教
諭

 

三
浦　

英
治（
ラ
ー
ニ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト  

 

セ
ン
タ
ー
教
育
職
員
）

三
陽
中
・
高
事
務
室
室
員

 

大
石　

剛
弘（
教
務
部
課
員
）

●
退
職
人
事（
平
成
30
年
3
月
31
日
付
）

教
授（
大
学
） 

太
田　

英
明

教
授（
大
学
） 

木
下　

和
也

教
授（
短
大
） 

寺
澤　

洋
子

准
教
授（
大
学
） 

本
間　
　

学

准
教
授（
大
学
） 

中
川　

宏
道

准
教
授（
短
大
） 

小
川　

和
子

准
教
授（
短
大
） 

中
村　

宏
子

助
教（
大
学
） 

宮
﨑　
　

瞳

助
教（
短
大
） 

舩
越　

淳
子

助
手（
大
学
） 

近
藤
奈
々
子

助
手（
短
大
） 

伏
谷　

仁
美

助
手（
短
大
） 

安
田　

奈
央

助
手（
短
大
） 

山
本　

久
美

助
手（
短
大
） 

横
尾　

愛
弓

助
手（
短
大
） 

大
塚
絵
里
子

助
手（
短
大
） 

門
田
理
代
子

法
人
本
部
財
務
部
経
理
課
課
員 

柴
田
美
智
子

あ
さ
ひ
幼
稚
園
教
諭 

古
賀　

千
里

あ
さ
ひ
幼
稚
園
教
諭 

原　

真
莉
子

あ
さ
ひ
幼
稚
園
常
勤
講
師 

高
口
と
な
み
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